
函館市歴史的風致維持向上計画基本方針策定業務に係る 

プロポーザル審査委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 函館市歴史的風致維持向上計画基本方針策定業務に係るプロポ

ーザル方式による事業者の選定を厳正かつ公平に行うため，プロポー

ザル審査委員会（以下「委員会」という。）を設置する。  

 （所掌事務） 

第２条 委員会は次の事務を所掌する。 

（１）審査方法，評価基準に関すること。 

（２）企画提案の評価に関すること。 

（３）最適提案者の選定に関すること。 

（４）その他目的を達成するために必要な事項 

（委員） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる者により構成する。 

（１）菊池 幸恵（独立行政法人国立高等専門学校機構函館工業高等専

門学校 准教授） 

（２）山本 真也（函館の歴史的風土を守る会 会長） 

（３）湯浅 隆幸（函館山ロープウェイ株式会社 代表取締役専務） 

（４）竹内 正幸（函館商工会議所 事務局長） 

（５）蒲生 寛之（函館市伝統的建造物群保存会 副会長） 

２ 委員の任期は，所掌事務に係る協議が終了したときまでとする。  

 （委員長） 

第４条 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は，委員の互選により１人を定める。 

３ 委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。 

４ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ定めた者がその職

務を代理する。 

 （会議） 

第５条 委員会の会議は，委員長が招集し，委員の過半数が出席しなけ



れば開くことができない。 

２ 委員長は，会議の議長となる。 

３ 会議の議事は出席した委員の合議により決し，合議により決するこ

とができないときは，議長の決するところによる。  

４ 会議は，原則として非公開とする。 

５ 会議は，書面またはウェブ会議の方法（インターネットを通じて，

委員の間で相互に映像および音声の送受信，資料の共有等を行う方法

をいう。以下同じ。）により開催（一部委員がウェブ会議の方法によ

り参加する場合を含む。）することができる。この場合において，当

該委員は会議に出席したものとみなす。 

６ 会議に出席した委員に対しては，謝礼として１日５，０００円を支

給する。ただし，委員が謝礼の受取を辞退した場合その他委員会が認

めた場合には謝礼を支給しないこととする。 

（中立の保持） 

第６条 委員は，プロポーザル方式の提案者と利害関係がある場合は，

議事に加わることができない。 

２ 委員は，プロポーザル方式の提案者に対して，特定の利益または不

利益を与える行為をしてはならない。 

（守秘義務） 

第７条 委員は，職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その

職を退いた後も同様とする。 

 （庶務） 

第８条 委員会の庶務は，都市建設部まちづくり景観課において処理し

会議の議事録を作成したうえで保管するものとする。 

 （補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し，必要な事

項は，委員長が委員会に諮って定める。 

 

附 則 

 この要綱は，令和８年６月２９日から施行する。 


